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はじめに

運用状況

・サーバー環境：さくらインターネット(株)の専用サーバー（クラウドサーバー）を使用

・セキュリティ：サイバートラスト株式会社の SSL 証明書

・運用 URL：https://www.gbrc-ctp.jp/m/

利用に関する推奨仕様

・推奨クライアント環境：Windows10 以降

・推奨ブラウザ：Microsoft Edeg、Internet Explorer 11 以降、Google Chrome、Mozilla Firefox、
        Apple Safari（Android、iPhone 含む）

用語の定義

・クラウド：コンクリート・セメント試験の入出力及び速報記録を Web 上で閲覧できるシステム（試験申込・速報クラウ

ドシステムの略）。

・SSL 証明書：Secure Socket Layer の略で、インターネット上で情報を暗号化して送受信できる仕組みであり、試験結

果及び個人情報などの大切なデータを安全にやりとりができる。

・CTP：クラウド試験申込・速報クラウドシステムの英語表記（Cloud system for Test application and Prompt report）
の略号。

・DB：工事現場を現場単位で一括管理し、申込から報告書を作成するシステム。

・一般：依頼書と報告書で試験日、打設日、打設箇所など一枚ずつで管理しています。



Page：4/11
2021.04.01 版

現状の流れ
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（一財）日本建築総合試験所
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図-1.4 パスワード忘れ画面                          図-1.5 パスワード変更画面

1．準備作業（クラウドシステムの立上げ 共通）

1.1 パスワードの設定（初めてのログイン時）

① GBRC から送られてきたメール(図 1.1)に記載されているアドレス

をクリックしてパスワード設定画面(図 1.2)を開いて下さい。

② ①のメールが届いたアドレス（自分のメールアドレス）を入力し、

パスワードを設定してください。なお、パスワードは英数 6 文字

以上として下さい。

③ クラウドシステムのログイン画面を立ち上げて下さい(図-1.3)。

1.2 ログイン

① インターネットを立ち上げて下さい。立ち上げたインターネット

のブラウザで、「https://www.gbrc-ctp.jp/m/」にアクセスして下さ

い。

② 試験申込・速報クラウドシステムのログイン画面が表示されます

（図 1.2）。

③ メールアドレス、パスワードを入力してログインをクリックして

下さい。

④ 「試験速報クラウドシステム」の「トップ画面」が表示されます。

トップ画面に、データベースシステムをご利用いただいている依頼

者、ならびに関係する方には、「DB 試験一覧」表示画面になり、表

示ボタンを押すと一覧が表示されます。

1.3 パスワードを忘れた場合の対処方法

① 図-1.2 の画面で「パスワードをお忘れですか」をクリックして下さ

い。

② 表示された画面（図 1.4）の「登録メールアドレス」に、登録して

いるメールアドレスを入力して下さい。

③ 「確認用メールアドレス(再入力)」に、再度登録メールアドレスを

入力して下さい。

④ 「パスワードを再発行する」をクリックして下さい。

⑤ 再発行されたパスワードを用いて「1.2 ログイン」の手順でログインしてください。なお、再発行される仮パスワード

は 40 文字と長いため、「1.3 パスワードの変更」の手順で、自己管理できるパスワードに変更して下さい。

図-1.1 配信されるメールの例

図-1.2 パスワード登録画面

図-1.3 ログイン画面
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1.4 パスワードの変更

① ログインした後、「図 1.3 ログイン画面」の「パスワード変更」ボタンを

クリックするとパスワード変更画面（図 1.6）が表示されます。

② 「現在のパスワード」、「新しいパスワード」を入力し、もう一度新し

いパスワードを「パスワード確認」に入力して下さい。

③ 「登録」ボタンをクリックして下さい。

2．依頼者（供試体搬入者）の作業

2.1 これまでの作業手順

① データシートに必要事項を記載されます。記載方法は、手書きによるほか、試験所が配布したエクセルシート又は依

頼者毎に依頼システムに入力して印刷する方法があり、現在は後者が多いです。

・代行業者・生コン工場によっては、必要事項を記入するための専用ソフト(エクセルマクロ等)を用いる依頼者が多い

です。

② 供試体にデータシートに記載したコード、試験日を記入して頂きます。

③ 伝票に、会社コード、会社名、試験体の総数等を記載して頂きます。

→・作業所から供試体を回収した後、供試体記号などの必要事項を供試体に記載するタイミング、データシートを作成す

るタイミングは会社によって異なります。

④ データシートと供試体を試験所に搬入して頂いております。

⑤ 試験結果を速報で伝えるツールは、FAX と電話連絡であり、その都度受付に依頼されております。

2.2 一般試験の登録方法及び試験申込書の出力方法

① 基本的に施工者が登録及び試験申込書を直接登録及び出力をする場合はございません。

② 管理（登録及び出力）する場合は、依頼者権限のサイトに誘導させて頂きますので、中央試験室にご連絡下さい。

2.3 DB 試験の登録方法及び発注書の出力方法

① 基本的に施工者が登録及び試験申込書を直接登録及び出力をする場合はございません。

② 管理（登録及び出力）する場合は、依頼者権限のサイトに誘導させて頂きますので、中央試験室にご連絡下さい。

図 1.6 パスワード変更画面
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3． 速報

3.1 一般試験の速報

①試験が終了し、照査を終えた試験について、各試験室から

クラウドシステムにデータをアップロード致します。

②アップロードが完了すると、「3.2 一般試験の登録」⑤-31)
で登録した方の E-Mail アドレスに、図 3.1 に示す内容のメ

ールが配信されます。

③E-Mail に示されているアドレスをクリックすると、該当す

る試験の結果速報を閲覧することができます（図 3.2）。

④速報を印刷する場合は、「速報印刷」ボタンをクリックす

ると、PDF ファイルが作成され、報告書と同様な書式で印

刷することができます（図 3.3）。なお、速報には、技術管

理者の氏名は印刷されず、当法人の押印はありません。

図 3.1 配信されるメール（一例）

         図-3.2 速報閲覧画面(一般試験)               図-3.3 速報印刷画面
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４． データベース試験の閲覧

4.1 速報のご案内と閲覧の方法

① 試験が終了し、照査を終えた試験について、各試験室からクラウドシステムにデータをアップロードします。

② アップロードが完了すると作業所ごとに登録した方のE-Mailアドレスに、図3.1に示す内容のメールが配信されます。

③ E-Mail に示されているアドレスをクリックすると、該当する試験の結果速報を閲覧することができます。

④ 速報を印刷する場合は、印刷ボタンをクリックすると、PDF ファイルが作成され、報告書と同様な書式で印刷すること

ができます。ただし、技術管理者の氏名は印刷されず、当法人の押印はありません。また、試験結果の判定もござい

ません（試験結果の数値のみ）。

⑤ JASS 5 を適用される場合、所定の方法で養生した供試体の強度が、91 日以内の材齢までに判定基準を満足すれば合

格となります。ただし、管理材齢を 28 日で設定され、材齢 28 日の試験で判定基準（判定強度）を満足していない場

合は、判定結果を試験結果の数字を赤字で速報いたします。材齢 91 日までに所定の方法で養生をした供試体の試験を

データベースシステムで当法人にご依頼いただき、強度が判定強度を満足すれば、判定結果を黒字に修正いたします。

その場合、養生方法によって、判定強度が異なることがあることにご注意ください。
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４.2 過去の試験結果の閲覧方法

① 「2.2 ログイン」に従って、クラウドシステムを立ち上げ、MENU 画面から「コンクリート DB 試験」を選択してく

ださい。

② データベース管理作業所一覧画面にデータベースシステムを利用いただいている作業所の一覧が表示ボタンを押して

頂けると表示されます。

③ 該当する作業所が表示されている行の左端「速報」ボタンをクリックしてください。

④ 行 No.1 からの圧縮強度試験結果が、打設日、打設箇所、試験日などと併せて示されます（図 4.1、図 4.2）。また、行

No.・打設日・発注 No.・試験回数・打設箇所のいずれかをクリックすると、並び替えが出来ます。ただし、印刷時は、

行 No.順に戻ります。

⑤ 試験結果を印刷される場合は、印刷ボタンをクリックするとPDFファイルが開きますので、それを印刷してください。

図 4.1 速報（簡略版）
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図 4.2 速報（詳細版）

図 4.3 速報（PDF 版）
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